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(54)【発明の名称】 ＥＬ表示装置とその駆動方法および情報表示装置

(57)【要約】
【課題】  駆動用トランジスタの補償方法の改善を行う
ことにより駆動用トランジスタのばらつきの少ない良好
な画像の実現と、走査線数の多い大型パネルの駆動の実
現する。
【解決手段】  ソース信号線１１にＥＬ電源線と同等の
電圧Ｖｄｄを印加し、ゲートドライバ１８より全て、も
しくは複数のラインを同時に駆動させることにより複数
のラインの画素の駆動用トランジスタに対して同時に補
償を行う。その後、残りの時間を用いて任意の画素への
映像信号の書きこみを行い、有機ＥＬ素子１６を発光さ
せることにより画像を表示させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＥＬ素子と、前記ＥＬ素子に印加する電
流を制御する駆動用トランジスタ素子と、前記ＥＬ素子
に流れる電流を遮断する第１のスイッチング素子と、前
記駆動用薄膜トランジスタのゲート・ドレイン間をショ
ートするための第２のスイッチング素子と、画素を選択
するための第３のスイッチング素子と画素に映像信号を
伝達する信号線を有するＥＬ表示装置であって、
前記第１のスイッチング素子と第２のスイッチング素子
と第３のスイッチング素子を制御することによって前記
ＥＬ素子の容量の充電と前記駆動用トランジスタを駆動
状態にするための第１の期間と、
第１のスイッチング素子を制御することにより駆動用ト
ランジスタのゲート電位を駆動用トランジスタの閾値電
圧にするための第２の期間と、
第２のスイッチング素子を制御することにより前記信号
線に流れる映像信号を画素に記憶させることを目的とし
た第３の期間と、
第１のスイッチング素子と第３のスイッチング素子を制
御することにより画素に記憶させた映像信号に応じた電
流をＥＬ素子に流す第４の期間を有することを特徴とし
たＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項２】  第４の期間において第１のスイッチング
素子を制御することによりＥＬ素子に流れる電流を遮断
することを特徴とする請求項１記載のＥＬ表示装置の駆
動方法。
【請求項３】  ＥＬ素子と、前記ＥＬ素子に印加する電
流を制御する駆動用トランジスタ素子と、前記ＥＬ素子
に流れる電流を遮断する第１のスイッチング素子と、前
記駆動用薄膜トランジスタのゲート・ドレイン間をショ
ートするための第２のスイッチング素子と、画素を選択
するための第３のスイッチング素子と画素に映像信号を
伝達する信号線を有するＥＬ表示装置であって、
ＥＬ表示装置の画素の前記第１のスイッチング素子と第
２のスイッチング素子と第３のスイッチング素子を制御
することによって、前記ＥＬ素子の容量の充電と前記駆
動用トランジスタを駆動状態にするための第１の期間
と、
ＥＬ表示装置の第１のスイッチング素子を制御すること
により駆動用トランジスタのゲート電位を駆動用トラン
ジスタの閾値電圧にするための第２の期間と、
任意の画素の第２のスイッチング素子を制御することに
より前記信号線に流れる映像信号を画素に記憶させるこ
とを目的とした第３の期間と、
任意の第１のスイッチング素子と第３のスイッチング素
子を制御することにより画素に記憶させた映像信号に応
じた電流をＥＬ素子に流す第４の期間を有することを特
徴としたＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項４】  第３の期間で映像信号線に流す電流量を
制御し、 *
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*第４の期間において第１のスイッチング素子を制御する
ことでＥＬ素子に電流が流れる時間を制御することを特
徴とする請求項３記載のＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項５】  ＥＬ素子と、前記ＥＬ素子に印加する電
流を制御する駆動用トランジスタ素子と、前記ＥＬ素子
に流れる電流を遮断する第１のスイッチング素子と、前
記駆動用薄膜トランジスタのゲート・ドレイン間をショ
ートするための第２のスイッチング素子と、画素を選択
するための第３のスイッチング素子と画素に映像信号を
伝達する信号線を有するＥＬ表示装置であって、
任意の複数のラインにおいて前記第１のスイッチング素
子と第２のスイッチング素子と第３のスイッチング素子
を制御することによって前記ＥＬ素子の容量の充電と前
記駆動用トランジスタを駆動状態にするための第１の期
間と、
前記指定の複数のラインの第１のスイッチング素子を制
御することにより駆動用トランジスタのゲート電位を駆
動用トランジスタの閾値電圧にするための第２の期間
と、
前記指定の複数のラインの第２のスイッチング素子を制
御することにより前記信号線に流れる映像信号を画素に
記憶させることを目的とした第３の期間と、
前記指定の複数のラインの第１のスイッチング素子と第
３のスイッチング素子を制御することにより画素に記憶
させた映像信号に応じた電流をＥＬ素子に流す第４の期
間を有することを特徴としたＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項６】  第３の区間で映像信号線に流す電流量を
制御し、第４の区間において第１のスイッチング素子を
制御することでＥＬ素子に電流が流れる時間を制御する
ことを特徴とする請求項５記載のＥＬ表示装置の駆動方
法。
【請求項７】  ＥＬ素子と、前記ＥＬ素子に印加する電
流を制御する駆動用トランジスタ素子と、前記ＥＬ素子
に流れる電流を遮断する第１のスイッチング素子と、前
記駆動用薄膜トランジスタのゲート・ドレイン間をショ
ートするための第２のスイッチング素子と、画素を選択
するための第３のスイッチング素子と前記第１、第２、
第３のスイッチング素子を制御するゲートドライバ回路
と画素に映像信号を伝達する信号線と映像信号を設定す
るソースドライバ回路を有するＥＬ表示パネルとアンテ
ナと、
音声復調回路と、
キー入力回路を具備する携帯情報端末。
【請求項８】  請求項１または請求項３または請求項５
のいずれかに記載のＥＬ表示装置と、
映像信号処理回路と、
印加電圧調整手段を具備することを特徴とする情報表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】本発明はＥＬ表示装置とその
駆動方法、および駆動用薄膜トランジスタに関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】従来のＥＬ表示装置はＥＬ素子に電力を
供給する電源線と駆動用の薄膜トランジスタ、駆動用ト
ランジスタを駆動するための電荷を保持する蓄積容量、
前記蓄積容量に電圧を記憶させるためのスイッチング素
子と素子を操作するゲート信号線を有している。スイッ
チング素子を切り替えることによりソース信号線に流れ
る電圧を任意の画素の蓄積容量に記憶させ、電源線の電
圧を駆動用薄膜トランジスタにより電流に変化させＥＬ
素子を発光させていた。
【０００３】しかし、この表示装置では駆動用の薄膜ト
ランジスタ素子やＥＬ素子の特性のばらつきが画面に表
示され、画面の均一性が極めて悪いという問題があっ
た。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】従来の技術では駆動用
トランジスタとＥＬ素子の特性のばらつきにより、表示
パネルの明るさの均一性が極めて悪いという問題があ
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】スイッチング素子の切替
により駆動用薄膜トランジスタのゲート電位をトランジ
スタの閾値電圧にあげることで、駆動用薄膜トランジス
タの特性のばらつきを抑える。また、ＥＬ素子に関して
もＥＬ素子の容量をＥＬ素子の閾値電圧まで充電するこ
とによりＥＬ素子の特性のばらつきを抑える。
【０００６】
【発明の実施の形態】本明細書において各図面は理解を
容易にまたは作図を容易にするため、省略や拡大縮小し
た箇所がある。たとえば、図１の回路ブロックでは説明
に必要な部分のみを図示している。また、同一番号また
は記号を付した箇所は同一の材料あるいは機能もしくは
動作を有するものである。
【０００７】（実施の形態１）現在、低消費電力でかつ
高表示品質であり、更に薄型化が可能な表示パネルとし
て、複数の有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子
をマトリックス状に配列して構成される有機ＥＬ表示パ
ネルが注目されている。
【０００８】有機ＥＬ表示パネルは、画素電極としての
透明電極が形成されたガラス板（アレイ基板）上に、電
子輸送層、発光層、正孔輸送層などからなる少なくとも
１層の有機機能層（ＥＬ層）、及び金属電極（反射膜）
が積層されたものである。透明電極（画素電極）の陽極
（アノード）にプラス、金属電極（反射膜）の陰極（カ
ソード）にマイナスの電圧を加え、このように透明電極
及び金属電極間に直流電流を印加することにより、有機
機能層（ＥＬ層）が発光する。良好な発光特性を期待す
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ることのできる有機化合物を有機機能層に使用すること
によって、ＥＬ表示パネルが実用に耐え得るものになっ
ている。
【０００９】有機ＥＬ素子による画像表示パネルの回路
図を図１に示す。画像表示パネルは映像信号を入力する
ためのソースドライバ１８部と入力された映像信号を表
示するためのゲートドライバ１９部で構成される。ソー
スドライバ１８部では水平同期信号ＨＤにあわせて階調
データに変換された１ライン分の映像信号を各ソース信
号線１１に流す。
【００１０】ゲートドライバ１９部は駆動用薄膜トラン
ジスタ（以後、ＴＦＴと呼ぶ）１７ａの特性のばらつき
に関する補正を行うためのゲート信号線１２ａと映像信
号を画素に書きこむためのゲート信号線１２ｂ、入力さ
れた映像信号を保持して有機ＥＬ素子１６を点灯し続け
るためのゲート信号線１２ｃの三種類のゲート信号線を
操作することにより画素にソース信号線１１に流れる映
像信号を書きこみ、有機ＥＬ素子１６を発光させる。
【００１１】図２に画素の詳しい構成を示す。この画素
は駆動用のＴＦＴ１７ａと４つのスイッチング素子とし
てのＴＦＴ１７ｂ、１７ｃ、１７ｄとそのＴＦＴを操作
するゲート信号線１２、それと有機ＥＬ素子１６ａと二
つのコンデンサ１４ａ、１４ｂ、そしてＥＬ電源線１５
とソース信号線１１によって構成されている。ＴＦＴ１
７は素子の種類によっても変わるが、ここでは素子につ
ながるゲート信号線１２がＨｉで非導通、Ｌｏｗで導通
となる。
【００１２】続いて、図２の構成における従来の駆動方
法について説明する。選択行ではゲート信号線１２から
ＴＦＴ１７ｂ、１７ｃ、１７ｄが導通する信号を印加す
る。この時、ソース信号線１１にはＥＬ電源線と同じ電
圧Ｖｄｄを印加する。これにより、コンデンサ１４には
Ｖｄｄと同等の電荷が蓄積され、１００１の電位は接地
電位に限りなく近い値になる。１００１の電位が接地電
位に近い値になることによりＴＦＴ１７ａのゲート電位
Ｖｇｓはマイナス方向に振れている。よって、ＴＦＴ１
７ａはＥＬ電源線１５から供給される電圧に応じた電流
を有機ＥＬ素子１６に印加する。これにより、有機ＥＬ
素子１６が有する容量が充電される。この作業により、
ＥＬ素子の閾値電圧のばらつきが補償される。
【００１３】次に、選択行ではゲート信号線１２からＴ
ＦＴ１７ｄを非導通にする信号を印加する。この時点で
１００１の電位は限りなく接地電位に近い状態にあるこ
とから、ＴＦＴ１７ａはＥＬ電源線１５から供給される
電圧に対して電流を流し、ＴＦＴ１７ａが電流を流さな
くなるまで１００１の電位を押し上げる。この時点でＴ
ＦＴ１７ａのゲート電位ＶｇｓはＴＦＴ１７ａの閾値電
圧Ｖｔｈになっていると考えられ、１００１の電位は
（Ｖｄｄ－Ｖｔｈ）となっている。
【００１４】続いて、選択行ではゲート信号線１２から
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ＴＦＴ１７ｃを非導通にする信号を印加する。そして、
ソース信号線に流れる電圧をＶｄａｔａとすることによ
り、ＥＬ電源線１５とソース信号線に流れる電圧の差は
ΔＶｄａｔａ＝Ｖｄｄ－Ｖｄａｔａとなる。これによ
り、コンデンサ１４ａに蓄えられる電荷はＶｄｄ－Ｖｔ
ｈ－Ｃ１・ΔＶｄａｔａ／（Ｃ１＋Ｃ２）となる。
【００１５】その後にゲート信号線１２からＴＦＴ１７
ｂを非導通にし、１７ｄを導通にする信号を印加する。
一般的にＴＦＴのドレイン電流ＩｄはＩｄ＝β（Ｖｇｓ
－Ｖｔｈ）2とあらわすことができる。この時点でコン
デンサ１４ａには｛Ｖｄｄ－Ｖｔｈ－Ｃ１・ΔＶｄａｔ
ａ／（Ｃ１＋Ｃ２）｝の電圧と等しい電荷が蓄積されて
いる。よって、ＴＦＴ１７ａのゲート電位Ｖｇｓ＝－
｛Ｖｄｄ－Ｖｔｈ－Ｃ１・ΔＶｄａｔａ／（Ｃ１＋Ｃ
２）｝となり、これによりドレイン電流ＩｄはＩｄ＝β
（Ｃ１・ΔＶｄａｔａ／（Ｃ１＋Ｃ２）－Ｖｄｄ）2と
あらわすことができる。よって、有機ＥＬ素子１６に印
加される電流値ＩｄにはＴＦＴ１７ａの閾値電圧Ｖｔｈ
は影響を与え無いことが証明され、これにより駆動用Ｔ
ＦＴの特性のばらつきが補償される。
【００１６】なお、コンデンサ１４は０．２ｐＦ以上の
容量とすることが好ましい。他の構成として、ＴＦＴの
チャンネル容量を用いる構成も例示される。つまり、コ
ンデンサ１４を別途設けず、ＴＦＴ１７ａのチャンネル
幅Ｗと一定以上の大きさとする構成である。
【００１７】ＴＦＴ１７ｂのリークによる輝度低下を防
止する観点、表示動作を安定化させるための観点からは
このように別途コンデンサを構成するほうが好ましい。
なお、コンデンサ１４の大きさは、０．２ｐＦ以上２ｐ
Ｆ以下とすることがよく、中でも０．４ｐＦ以上１．２
ｐＦ以下とすることがよい。
【００１８】なお、コンデンサ１４は隣接する画素間の
非表示領域におおむね形成することが好ましい。一般的
に、フルカラー有機ＥＬを作成する場合、有機ＥＬ層を
メタルマスクによるマスク蒸着で形成するため有機ＥＬ
層の形成にマスク位置ずれが発生する。位置ずれが発生
すると各色の有機ＥＬ層が重なる危険性がある。そのた
め、各色の隣接する画素間の非表示領域は１０μ以上離
れなければならない。この部分は発光に寄与しない部分
となる。したがって、コンデンサ１４をこの領域に形成
することは開口率向上のために有効な手段となる。
【００１９】この動作を実際の波形で見ると図３のよう
になる。ます、期間３５ａでは水平同期信号ＨＤ３１ａ
に対応してゲート制御信号３２ａ、３３ａが立ち下が
る。水平同期信号ＨＤ３１ａが印加される前からゲート
制御信号３４ａはＬｏｗ状態になっているのでこの時点
で三本のゲート制御信号がＬｏｗ状態となり、ＴＦＴ１
７ｂ、１７ｃ、１７ｄは導通状態となる。期間３５ａの
間にＴＦＴ１７ａのゲート電位Ｖｇｓはマイナス方向へ
と振れ、ＴＦＴ１７ａはＥＬ電源線１５から供給される
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電圧に応じて電流を流すようになる。
【００２０】次に、期間３５ｂではゲート制御信号３４
ａが立ち上がり、ＴＦＴ１７ｄが非導通状態となる。期
間３５ｂの間、ＴＦＴ１７ａはＥＬ電源線１５から供給
される電圧に応じて電流を流す。流れた電流はＴＦＴ１
７ａにまわりこみ、ＴＦＴ１７ａが電流を流さなくなる
までＴＦＴ１７ａのゲート電位を押し上げる。これによ
り、ＴＦＴ１７ａのゲート電位はＴＦＴ１７ａの閾値電
圧Ｖｔｈと同等のものとなる。
【００２１】次に、期間３５ｃではゲート制御信号３３
ａが立ち上がり、ＴＦＴ１７ｃが非導通状態となる。こ
こでソース信号線１１に実データＶｄａｔａを流すこと
により、コンデンサ１４ａに｛Ｖｄｄ－Ｖｔｈ－Ｃ１・
ΔＶｄａｔａ／（Ｃ１＋Ｃ２）｝と同等の電荷が蓄積さ
れる。
【００２２】期間３５ｄはＥＬ素子の発光期間である。
期間３５ｄに入るとゲート信号線３２ａが立ち上がり、
ＴＦＴ１７ｂが非導通状態となる。ＴＦＴ１７ａはコン
デンサ１４ａに蓄積された電荷に応じて有機ＥＬ素子１
６に電流を流し、有機ＥＬ素子１６を発光させる。３５
ｄの期間に他の行が選択され、他の行に同様に映像信号
が入力されることにより画像表示装置として駆動する。
【００２３】図２ではすべてのＴＦＴはＰチャンネルで
構成している。Ｐチャンネルは多少ＮチャンネルのＴＦ
Ｔに比較してモビリティが低いが、耐圧が大きくまた劣
化も発生しにくいので好ましい。しかし、本発明は有機
ＥＬ素子１６の構成をＰチャンネルで構成することのみ
に限定するものではない。Ｎチャンネルのみで構成して
もよい。また、ＮチャンネルとＰチャンネルの両方を用
いて構成してもよい。
【００２４】（実施の形態２）実施の形態は、上述の実
施の形態２に対し、さらに機能を付加したものである。
【００２５】一つ目は有機（無機）ＥＬ表示装置は、Ｃ
ＲＴのように電子銃で線表示の集合として画像を表示す
るディスプレイとは表示方法が基本的に異なる点にも課
題があることである。つまり、ＥＬ表示装置では、１Ｆ
（１フィールドあるいは１フレーム）の期間の間は、画
素に書き込んだ電流（電圧）を保持する。そのため、動
画表示を行うと表示画像の輪郭ボケが発生するという課
題が発生する。
【００２６】本発明では、１Ｆ／Ｎの期間の間だけ、有
機ＥＬ素子１６に電流を流し、他の期間（１Ｆ（Ｎ－
１）／Ｎ）は電流を流さない。この駆動方法を実施し画
面の一点を観測した場合を考える。この表示状態では１
Ｆごとに画像データ表示、黒表示（非点灯）が繰り返し
表示される。つまり、画像データ表示状態が時間的に飛
び飛び表示（間欠表示）状態となる。動画データ表示
を、この間欠表示状態でみると画像の輪郭ボケがなくな
り良好な表示状態を実現できる。つまり、ＣＲＴに近い
動画表示を実現することができる。また、間欠表示を実
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7
現するが、回路のメインクロックは従来と変わらない。
したがって、回路の消費電力が増加することもない。
【００２７】液晶表示パネルの場合、光変調をする画像
データ（電圧）は液晶層に保持される。したがって、黒
挿入表示を実施しようとすると液晶層に印加しているデ
ータを書き換える必要がある。そのため、ソースドライ
バ１８の動作クロックを高くし、画像データと黒表示デ
ータとを交互にソース信号線１１に印加する必要があ
る。したがって、黒挿入（黒表示などの間欠表示）を実
現しようとすると回路のメインクロックをあげる必要が
ある。また、時間軸伸張を実施するための画像メモリも
必要になる。
【００２８】図１などに示す本発明のＥＬ表示パネルの
画素構成では、画像データはコンデンサ１４に保持され
ている。このコンデンサ１４の端子電圧に対応する電流
を有機ＥＬ素子１６に流す。したがって、画像データは
液晶表示パネルのように光変調層に保持されているので
はない。
【００２９】本発明はスイッチングのＴＦＴ１７ｄなど
をオンオフさせるだけで有機ＥＬ素子１６に流す電流を
制御するものである。つまり、有機ＥＬ素子１６に流れ
る電流Ｉｗをオフしても、画像データはそのままコンデ
ンサ１４に保持されている。したがって、次のタイミン
グでＴＦＴ１７ｄなどをオンさせ、有機ＥＬ素子１６に
電流を流せば、その流れる電流は前に流れていた電流値
と同一となる。本発明では黒挿入（黒表示などの間欠表
示）を実現しようとする際においても回路のメインクロ
ックをあげる必要がない。また、時間軸伸張を実施する
必要もないため、画像メモリも不要である。また、有機
ＥＬ素子１６は電流を印加してから発光するまでの時間
が短く高速応答である。そのため、動画表示に適し、さ
らに間欠表示を実施することにより従来のデータ保持型
の表示パネル（液晶表示パネル、ＥＬ表示パネルなど）
の問題である動画表示の問題を解決できる。
【００３０】たとえば、ＥＬ素子の発光期間である期間
３５ｄにおいて図４に示すようにゲート制御信号４４ａ
を期間３５ｄの１／２の時間で立ち上げることにより、
ＥＬ素子の発光時間は発光期間である４５ｄと非発光期
間である４５ｅに分かれる。この場合、発光期間４５ｄ
は期間３５ｄの１／２であることから平均輝度も１／２
に減少するが、これは発光期間４５ｄでの発光輝度が２
倍になるように期間４５ｃでのＶｄａｔａを変化させて
やると平均輝度は所定のものとなる。
【００３１】以上のように、ＴＦＴ１７ｄを本来オンす
る期間（約１Ｆ）の１／ＮだけＮ倍の輝度でオンさせ、
他の期間（Ｎ－１）／Ｎはオフさせれば、１Ｆ全体の平
均輝度は所定の輝度となる。この表示状態は、ＣＲＴが
電子銃で画面を走査しているのと近似する。異なる点
は、画像を表示している範囲が画面全体の１／Ｎ（全画
面を１とする）点灯している点である（ＣＲＴでは、点
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灯している範囲は１画素行（厳密には１画素）であ
る）。
【００３２】本発明では、この１／Ｎの画像表示領域が
図５に示すように表示パネル５０の上から下に移動す
る。本発明では、１Ｆ／Ｎの期間の間だけ、有機ＥＬ素
子１６に電流が流れ、他の期間（１Ｆ・（Ｎ－１）／
Ｎ）は電流が流れない。したがって、画像は間欠表示と
なる。しかし、人間の目には残像により画像が保持され
た状態となるので、全画面が均一に表示されているよう
に見える。
【００３３】この表示状態では１Ｆごとに画像データ表
示５１、黒表示（非点灯）５２が繰り返し表示される。
つまり、画像データ表示状態が時間的に飛び飛び表示
（間欠表示）状態となる。液晶表示パネル（本発明以外
のＥＬ表示パネル）では、１Ｆの期間、画素にデータが
保持されているため、動画表示の場合は画像データが変
化してもその変化に追従することができず、動画ボケと
なっていた（画像の輪郭ボケ）。しかし、本発明では画
像を間欠表示するため、画像の輪郭ボケがなくなり良好
な表示状態を実現できる。つまり、ＣＲＴに近い動画表
示を実現することができるのである。
【００３４】また、ＥＬ表示装置において黒表示は完全
に非点灯であるから、液晶表示パネルを間欠表示した場
合のように、コントラスト低下もない。また、図１に示
すようにＴＦＴ１７ｄをオンオフ操作するだけで、間欠
表示を実現することができる。これは、コンデンサ１４
に画像データがメモリされているためである。つまり、
各画素に、画像データが１Ｆの期間中は保持されてい
る。この保持されている画像データに相当する電流を有
機ＥＬ素子１６に流すか否かをＴＦＴ１７ｄの制御によ
り実現しているのである。
【００３５】また、ゲートドライバ回路の動作クロック
はソースドライバ１８の動作クロックに比較して十分に
遅いため、回路のメインクロックが高くなるということ
はない。また、Ｎの値の変更も容易である。
【００３６】画像表示方向（画像書き込み方向）は、１
フィールド目では画面の上から下方向とし、次の第２フ
ィールド目では画面の下から上方向としてもよい。さら
に、１フィールド目では画面の上から下方向とし、一旦
全画面を黒表示（非点灯）５２とした後、次の第２フィ
ールド目では画面の下から上方向としてもよい。
【００３７】二つ目の欠点はＴＦＴ１７ａのばらつきの
補償にかかる時間である。ＴＦＴ１７ａのばらつきの補
償は期間３５ａ、３５ｂで行われている。期間３５ａで
ＴＦＴ１７ａのゲート電位Ｖｇｓを接地電位に落とすの
は数μｓｅｃで完了すると考えられる。次に、期間３５
ｂにおいてＴＦＴ１７ａが流す電流によってゲート電位
ＶｇｓをＴＦＴ１７ａの閾値電圧Ｖｔｈまで押し上げる
時間は図１０に示すようにＶｇｓのゲート電位の上昇と
ともにＴＦＴ１７ａを流れる電流値Ｉは減少していくの
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9
で、ゲート電位Ｖｇｓが閾値電圧Ｖｔｈにまで達するに
は時間がかかると考えられる。例えば、動画を６０Ｈｚ
で表示すると１ラインの補償と映像信号の書きこみに１
００μｓｅｃの時間がかかり、１６０ラインまでしか書
きこみことができない。このことからこの駆動方法では
走査線の数が増えると対応できないことがわかる。
【００３８】そこで、本発明では二通りの方法で従来の
方法とは別の制御信号をゲート信号線に与えることによ
りＴＦＴ１７ａのばらつきの補償時間の問題を解決す
る。
【００３９】一つ目の駆動波形を図６に示す。１Ｆの最
初に位置する期間６５ａは図３の期間３５ａ、３５ｂに
相当するものでＴＦＴ１７ａのばらつきを補償する期間
である。
【００４０】ゲートドライバ部は全てのラインにおいて
ゲート制御信号に期間３５ａ、３５ｂと同様の駆動を行
い、ソース信号線１１はＥＬ電源線と同等の電圧Ｖｄｄ
を印加する。この作業により全ての画素におけるＴＦＴ
１７ａのばらつきを一度に補償することが可能である。
【００４１】次に、期間６５ｂに移り選択行のゲート制
御信号６１ａを立ち下げる。これにより選択行のＴＦＴ
１７ｂが導通状態となる。選択行のＴＦＴ１７ｂが導通
状態になった後にソースラインに選択行の画素に表示さ
せたい映像信号を流すと選択行のコンデンサ１４ａに映
像信号に応じた電荷が蓄えられる。
【００４２】期間６５ｂの終了と同時に期間６５ｄに移
る。期間６５ｄは次の選択行の映像信号入力期間に当
り、期間６５ｂと同様に選択行のゲート制御信号６２ａ
が立ち下りＴＦＴ１７ｂが導通状態となる。ＴＦＴ１７
ｂが導通状態になった後に選択行の画素に表示させたい
映像信号をソース信号線１１に流すことにより選択行の
コンデンサ１４ａに映像信号に応じた電荷が蓄えられ
る。この操作を繰り返すことにより、すべての画素に映
像信号を入力する。
【００４３】各画素では映像信号入力後、ＴＦＴ１７ｂ
につながるゲート制御信号が立ち上がり、ＴＦＴ１７ｄ
につながるゲート制御信号が立ち下る。これにより、各
画素はソース信号線１１に流れる電圧が変化しても影響
を受けず、画素に書きこまれた映像信号に応じた電流を
ＥＬ素子に印加し、発光させる。つまり、最初の選択行
でこの動作を説明するとゲート制御信号６１ａが立ち上
がり、６１ｃが立ち下がる。これによりＴＦＴ１７ｂが
非導通となりＴＦＴ１７ｄが導通状態になり選択行のＥ
Ｌ素子に電流が印加され、発光する。これが期間６５ｃ
にあたる。以上の駆動方法により、ＴＦＴ１７ａの補償
を十分に行う駆動が可能である。
【００４４】しかし、この駆動方法では１Ｆの最初にＴ
ＦＴ１７ａの補償を行うため、その間は全ての画素は発
光することができない。そのため、最終選択行の画素の
発光期間６５ｅはＴＦＴ１７ａの補償期間６５ａと全画
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素の映像信号の書きこみ時間にあたる６５ｆを除く期間
しかなく、ライン６１とライン６３では発光時間が異な
り表示パネルの明るさにばらつきがでる恐れがある。そ
の解決方法としては期間６５ｃのように最終選択行の発
光期間と発光時間を同等のものとすることや、発光時間
の違いをソース信号線に印加する電圧値を変えることで
補うことができる。
【００４５】次に、図７でＴＦＴ１７ａのばらつきを補
償する二つ目の駆動方法について説明を行う。この駆動
方法は複数のラインのＴＦＴ１７ａを一度に補償し、補
償された複数のラインのＥＬ素子を同時に点灯させる駆
動方法である。図７では２ラインを同時に補償し、点灯
させる仕組みについて説明しているが本発明はそれに限
るものではない。
【００４６】２ラインを同時に補償する場合、期間７５
ａにおいてライン７１とライン７２を期間３５ａと同じ
ように操作することにより、ライン７1とライン７２の
ＴＦＴ１７ａを同時に補償する。期間７５ａが終了する
と各ゲート制御信号７１ｂ、７２ａ、７２ｂが立ち上が
り、ライン７２の画素がソース信号線１１の電圧の変化
に影響されなくなる。そこで、ライン７１に書きこみた
い電圧をソース信号線１１に流すことによりライン７１
の画素にのみ所望の映像信号を書きこむことができる。
これが期間７５ｂにあたる。
【００４７】期間７５ｂが終了するとゲート制御信号７
１ａが立ち上がり、７２ａが立ち下がる。これによりラ
イン７１の画素がソース信号線１１の電圧の変化に影響
されなくなる。そこで、ライン７２に書きこみたい電圧
をソース信号線１１に流すことによりライン７１の画素
にのみ所望の映像信号を書きこむことができる。これが
期間７５ｃにあたる。期間７５ｃが終了するとゲート制
御信号７２ａが立ち上がり、ゲート制御信号７１ｃ、７
２ｃが立ち下がる。これにより、ライン７１、７２に書
きこまれた映像信号に応じて、ライン７１、７２の各画
素の有機ＥＬ素子１６が発光する。これが期間７５ｄに
あたる。
【００４８】そして、次のライン７３、ライン７４と２
ラインずつ前述と同様の作業を行っていくことにより表
示パネルに映像を表示することが可能である。この駆動
方法では各ラインの発光の時間は全て同じになるため、
ラインごとに明るさのばらつきが出ることはない。ま
た、この駆動方法は１Ｆ内でまとめて補償するラインの
数を全て同じにする必要はない。まとめて補償するライ
ン数を１Ｆ内で変えた場合、まとめたライン数の違いに
より明るさに違いが現れるが発光時間、印加する電圧を
変えることにより明るさの補償をすればよい。
【００４９】（実施の形態３）図８は本発明の形態のう
ち、少なくとも１つの形態を用いた表示装置に復調装
置、アンテナ９１、ボタン９４を取り付け、筐体９３で
もって携帯情報端末にしたものである。
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11
【００５０】表示パネル９２を携帯電話などの情報表示
装置に使用する場合、ドライバＩＣを表示パネルの一辺
に実装することが好ましい（なお、このように一辺にド
ライバＩＣを実装する形態を３辺フリー構成（構造）と
呼ぶ。従来は、表示領域のＸ辺にゲートドライバＩＣが
実装され、Ｙ辺にソースドライバＩＣが実装されてい
た）。画面の中心線が表示装置の中心になるように設計
し易く、また、ドライバＩＣの実装も容易となるからで
ある。なお、ゲートドライバ回路を高温ポリシリコンあ
るいは低温ポリシリコン技術などで３辺フリーの構成で
作製してもよい（つまり、図１のゲートドライバとソー
スドライバのうち、少なくとも一方をポリシリコン技術
で基板に直接形成する）。
【００５１】一般的に、携帯電話などの情報表示装置で
は、表示色数よりも低消費電力化が優先される。表示色
数を増加させる回路の動作周波数が高くなる、あるいは
有機ＥＬ素子１６に印加する電圧（電流）波形の変化が
多くなるなど理由から、消費電力が増加する。したがっ
て、あまり表示色数を多くすることはできない。この課
題に対して、本発明は画像データを誤差拡散処理あるい
はディザ処理を行って画像を表示する。
【００５２】図８で説明した本発明の携帯電話では図示
していないが、筐体の裏側にＣＣＤカメラを備えてい
る。ＣＣＤカメラで撮影した画像やデータは即時に表示
パネル９２の表示画面に表示できる。ＣＣＤカメラの画
像データは２４ビット（１６７０万色）、１８ビット
（２６万色）、１６ビット（６．５万色）、１２ビット
（４０９６色）、８ビット（２５６色）をキー入力（ボ
タン９４）で切り替えることができる。
【００５３】表示データが１２ビット以上の時は、誤差
拡散処理を行って表示する。つまり、ＣＣＤカメラから
の画像データが内蔵メモリの容量以上の時は、誤差拡散
処理などを実施し、表示色数を内蔵メモリの容量以下と
なるように画像処理を行う。
【００５４】図９は本発明の形態のうち、少なくとも１
つの形態を用いた表示装置１０１に映像信号入力１０６
と映像信号処理回路１０４をとりつけ、筐体１０７でも
ってテレビにしたものである。
【００５５】図９のテレビでは、画面の表面を保護フィ
ルム（保護板でもよい）で被覆している。これは、表示
パネル９２の表面に物体があたって破損することを防止
することが１つの目的である。保護フィルムの表面には
ＡＩＲコートが形成されており、また、表面をエンボス
加工することにより表示パネル９２に外の状況（外光）
が写り込むことを抑制している。
【００５６】保護フィルムと表示パネル９２間にビーズ
などを散布することにより、一定の空間が配置されるよ
うに構成されている。また、保護フィルムの裏面に微細
な凸部を形成し、この凸部で表示パネル９２と保護フィ
ルム間に空間を保持させる。このように空間を保持する
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ことにより保護フィルムからの衝撃が表示パネル９２に
伝達することを抑制する。
【００５７】また、保護フィルムと表示パネル９２間に
アルコール、エチレングリコールなどの液体、あるいは
ゲル状のアクリル樹脂、あるいはエポキシなどの固体樹
脂などの光結合剤を配置または注入することも効果があ
る。界面反射を防止できるとともに、前記光結合剤が緩
衝材として機能するからである。
【００５８】保護フィルムとしては、ポリカーボネート
フィルム（板）、ポリプロピレンフィルム（板）、アク
リルフィルム（板）、ポリエステルフィルム（板）、Ｐ
ＶＡフィルム（板）などが例示される。その他、エンジ
ニアリング樹脂フィルム（ＡＢＳなど）を用いることが
できることは言うまでもない。また、強化ガラスなど無
機材料からなるものでもよい。保護フィルムを配置する
かわりに、表示パネル９２の表面をエポキシ樹脂、フェ
ノール樹脂、アクリル樹脂で０．５ｍｍ以上２．０ｍｍ
以下の厚みでコーティングすることも同様の効果があ
る。また、これらの樹脂表面にエンボス加工などをする
ことも有効である。
【００５９】また、保護フィルムあるいはコーティング
材料の表面をフッ素コートすることも効果がある。表面
についた汚れを洗剤などで容易にふき落とすことができ
るからである。また、保護フィルムを厚く形成し、フロ
ントライトと兼用してもよい。
【００６０】画面は４：３に限定されるものではなく、
ワイド表示ディスプレイでもよい。解像度は１２８０×
７６８ドット以上にすることが好ましい。ワイド型とす
ることにより、ＤＶＤ映画やテレビ放送など、横長表示
のタイトルや番組をフルスクリーンで楽しむことができ
る。表示パネルの明るさは３００ｃｄ／ｍ2（カンデラ
／平方メートル）、さらには５００ｃｄ／ｍ2（カンデ
ラ／平方メートル）にすることが好ましい。また、イン
ターネットや通常のパソコン作業に適した明るさ（２０
０ｃｄ／ｍ2）で表示できるように切り替えスイッチを
設置している。
【００６１】したがって、使用者は表示内容あるいは使
用方法により、最適に画面の明るさにすることができ
る。さらに動画を表示しているウインドウだけを５００
ｃｄ／ｍ2にして、その他の部分は２００ｃｄ／ｍ2にす
る設定も用意している。テレビ番組をディスプレイの隅
に表示しておいて、メールをチェックするといった使い
方にも柔軟に対応する。 スピーカーはタワー型の形状
になり、前方向だけではなく、空間全体に音が広がるよ
うに設計されている。
【００６２】本発明の実施形態で説明した技術的思想は
ビデオカメラ、プロジェクター、立体テレビ、プロジェ
クションテレビなどに適用できる。また、ビューファイ
ンダ、携帯電話のモニター、ＰＨＳ、携帯情報端末およ
びそのモニター、デジタルカメラおよびそのモニターに
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も適用できる。
【００６３】また、電子写真システム、ヘッドマウント
ディスプレイ、直視モニターディスプレイ、ノートパー
ソナルコンピュータ、ビデオカメラ、電子スチルカメラ
にも適用できる。また、現金自動引き出し機のモニタ
ー、公衆電話、テレビ電話、パーソナルコンピュータ、
腕時計およびその表示装置にも適用できる。
【００６４】さらに、家庭電器機器の表示モニター、ポ
ケットゲーム機器およびそのモニター、表示パネル用バ
ックライトあるいは家庭用もしくは業務用の照明装置な
どにも適用あるいは応用展開できることは言うまでもな
い。照明装置は色温度を可変できるように構成すること
が好ましい。これは、ＲＧＢの画素をストライプ状ある
いはドットマトリックス状に形成し、これらに流す電流
を調整することにより色温度を変更できる。また、広告
あるいはポスターなどの表示装置、ＲＧＢの信号器、警
報表示灯などにも応用できる。
【００６５】また、スキャナの光源としても有機ＥＬパ
ネルは有効である。ＲＧＢのドットマトリックスを光源
として、対象物に光を照射し、画像を読み取る。もちろ
ん、単色でもよいことは言うまでもない。また、アクテ
ィブマトリックスに限定するものではなく、単純マトリ
ックスでもよい。色温度を調整できるようにすれば画像
読み取り精度も向上する。
【００６６】また、液晶表示装置のバックライトにも有
機ＥＬ表示装置は有効である。ＥＬ表示装置（バックラ
イト）のＲＧＢの画素をストライプ状あるいはドットマ
トリックス状に形成し、これらに流す電流を調整するこ
とにより色温度を変更でき、また、明るさの調整も容易
である。その上、面光源であるから、画面の中央部を明
るく、周辺部を暗くするガウス分布を容易に構成でき
る。また、Ｒ、Ｇ、Ｂ光を交互に走査する、フィールド
シーケンシャル方式の液晶表示パネルのバックライトと
しても有効である。また、バックライトを点滅しても黒
挿入することにより動画表示用液晶表示パネルのバック
ライトとしても用いることができる。
【００６７】
【発明の効果】本発明では駆動用トランジスタの補償を*
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*複数、もしくは全てのラインで同時に行うことにより十
分な補償時間を設けることができ、結果として駆動用ト
ランジスタの補償を十分に行うことができる。これによ
り、本発明の駆動方法を用いた表示パネル、表示装置等
は、高画質、良好な動画表示性能、画面面内の均一表示
を実現でき、また走査線数の多い大型のパネルでも駆動
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の表示装置の構成を示した図
【図２】本発明の形態による画素、ソース信号線及び電
源を示した図
【図３】水平走査期間内でのゲート制御信号のタイミン
グを示した図
【図４】間欠表示駆動におけるゲート制御信号のタイミ
ングを示した図
【図５】本発明の表示パネルの表示状態を示した図
【図６】全ての走査線の駆動用トランジスタを同時に補
償する駆動方法のゲート制御信号のタイミングを示した
図
【図７】複数の走査線の駆動用トランジスタを同時に補
償する駆動方法のゲート制御信号のタイミングを示した
図
【図８】本発明の実施の形態における表示装置を組み込
んだ携帯情報端末の図
【図９】本発明の実施の形態における表示装置を組み込
んだテレビを示した図
【図１０】閾値電圧Ｖｔｈにおけるゲート電位Ｖｇｓと
電流値Ｉの関係を示す図
【符号の説明】
１１  ソース信号線
１２  ゲート信号線
１４  コンデンサ
１５  ＥＬ電源線
１６  有機ＥＬ素子
１７  ＴＦＴ
１８  ソースドライバ
１９  ゲートドライバ

【図９】
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